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岡
山
県
知
事

人道支援の世界都市へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・すがなみ　しげる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅波　茂

(特定非営利活動法人アムダ理事長／医療法人アスカ会理事長)

　　「弱者が存亡の危機に瀕した時に動く」とは岡

山の精神風土です。 1995年の阪神大震災被災者救

援活動に岡山は燃えました。神戸の人達には非常

に感謝されました。しかし、岡山の人達は当たり前のことをした､だ

けと思っています。このギャップが岡山の真の財産です。更に同

年のサハリン大地震、1996年の雲南大地震、1999年のトルコ大地

震、2001年のインド西部大地震そして最近では2003年のイラン南東

部地震におけるAMDAの被災者救援活動に対する暖かいご支援が何

よりの証拠と思っています。

　岡山の精神風土の秘密は桃太郎伝説から始まる弱者の歴史にあり

ます。弱者は弱者の痛みがわかります。弱者の痛みがわかる視点を

大きく伸ばすことこそ岡山の明日を築く原点です。弱者の痛みを理

解できる気持ちに国境はありません。弱者の痛みがわかる精神風土

は人道支援の世界の公共財産と言っても過言ではありません。

　人道支援の世界都市。世界都市とは世界が必要とする都市の意味

です。「西のジュネーブ、東の岡山」はそのスローガンです。ジュ

ネーブには人道支援の国連機関、国際機関そして国際NGOが集っ

ています。世界各地でそれぞれの地域のために活動しているローカ

ルNGOのネットワークを岡山に確立し、ジュネーブと協力して世

界の人道支援活動に貢献するという構想です。AMDAも国連NGOと

してお役に立てればと思っています。

　石井知事の主導される国際貢献先進県構想と快適生活県構想は二

卵性双生児です。弱肉強食の性格を有する資本主義社会が進歩すれ

ばするほど弱者への配慮が不可欠になります。国際貢献先進県構想

は世界レベルで弱者へ配慮する精神を育成します。快適生活県構想

の基本は少子高齢化社会における安心の確立にあります。二部性双

生児の真意は「情けは人のためならず」です。石井知事による岡山

の精神風土を尊重した政策の実現が岡山県民にとって最大の至福に

なると確信しています。
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石井さんと私

　　.こ･こ、

あかし　やすし
明石　康

(元国連事務次長)

言4’･万万、、J、　　　石井さんとは、AMDAの菅波理事長と鼎談をやっjiS7lyF　

て以来のご縁である。明るく率直で、県政に通じて

　　　　　　　おり庶民的な人だと思った。その後、私は「岡山発

の国際貢献を考える会」の会長を仰せつかり、県政が多忙なのに石

井さんが毎回出席し、適切に発言してくれる真摯さにすっかり惚

れ込んだ。

　自然条件が厳しい東北に育った私にとって、岡山の地は恵まれて

いて羨ましい。天災は少なく、日本一日照の多い岡山の山々の穏や

かな佇まい。河は悠々と流れ、吉備文化の豊かさは数多い陵からも

知られる。

　岡山市の曹源寺では、熱心な外国人が禅の修業に励んでいるのに

驚き、宝福寺の境内にただよう静寂さには、のみこまれてしまう気

持ちになる。倉敷市は、東京の中央集権に対して堂々と叛旗をひる

がえし、地方文化の雄として悪びれるところが全くない。

　グローバル化した時代に、すべてを東京から発信しようとする

誤った態度に、岡山県ぱ待っだをかける実力を十分に備えてい

る。医療では世界的水準に達している所もあり、それを目指して海

外から訪れる人がいる。日本離れした活発な国際活動をしている民

間団体もある。 3､000mの滑走路を利用して、国際救援物資備蓄セ

ンターが設置されてもいる。

　国境の垣根は低くなる一方であり、途上国に対する経済協力に

も、地方自治体、NGO、大学、研究所、企業などが果たす役割が

増大している。蓄積があり、条件を備えた岡山県こそ、豊かな人材

を駆使して全国の先頭を走っていける気がする。

　石井さんは、そんな私の期待を、いつもの温顔で受けとめてくれ

るに違いないと思う。大きなヴィジョンを持ち、秘められた情熱と

組織力を発揮し、チャレンジにひるむところなく、世界に開かれた

岡山県を、彼が着実に実現してくれることを信じている。
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国
際
社
会
は
、
地
球
環
境
の
保
全
や
貧
困
の
解
消
な
ど
、
地
球
規
模
の
諸
課
題
に
直
而
し
て
い
ま
す
。
そ

石
井
　
の
解
決
に
は
国
家
間
の
協
力
が
重
要
で
す
が
、
地
域
や
個
人
レ
ペ
ル
で
も
地
球
社
会
の
一
員
と
し
。
て
、
そ

う
し
た
課
題
を
自
ら
の
課
題
と
受
け
止
め
、
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
国
際
協
力
を
推
進
し
て
い
く
必

■
岡
山
県
に
は
弱
者
救
済
の
精
神
あ
り

○
　
交
流
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野

入
居
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
に
は
、
五
十
二
室
の
研
究
室
を
持
つ
岡
山
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建
設
、
開
設
し
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
十
四
年
四
月
に
、
岡
山
市
内
二
か
所
を
Ｉ
Ｔ
特
別
経
済
区
（
ｅ
ト
ッ
プ
・
エ
リ
ア
）
に
指
定
し
ま
し

た
。
こ
の
特
区
は
、
国
の
構
造
改
革
特
区
に
先
駆
け
た
本
県
独
自
の
制
度
で
、
資
金
面
と
人
的
側
面
か
ら
の
支
援
に

よ
り
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
戦
略
的
に
集
積
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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国際貢献大学校が開校

要
が
あ
り
ま
す
。
国
連
の
場
に
お
い
て
も
、
加

盟
国
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
方
自
治
体
の
発

言
力
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の

現
れ
で
す
。

　
平
和
と
豊
か
さ
を
願
い
な
が
ら
生
活
を
営
む

同
じ
人
間
と
し
て
の
相
互
理
解
、
共
感
を
、
国

境
を
越
え
て
人
々
の
中
に
育
む
こ
と
、
多
様
で

層
の
厚
い
国
際
貢
献
活
動
に
よ
る
結
び
つ
き
の

深
ま
り
が
、
世
界
の
安
全
保
障
の
礎
を
一
層
強

因
に
す
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
山
県
は
、
日
本
で
最
初
の
孤
児
院
を
開
設
し
た
石
井
十
次
氏
、
篤
志
家
・
大
原
孫
三
郎
氏
以
来
、
福
祉

の
伝
統
を
現
在
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
面
し
て
い
る
と
き
に
は
‘
、
必
ず
手
を
差
し
伸
べ
る

と
い
う
精
神
風
土
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
が
積
極
的
に
活
動
し
た
こ
と

か
ら
も
そ
れ
は
わ
か
り
ま
す
。
我
が
国
を
代
表
す
る
先
駆
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
」
の
本
部
が
岡
山
市
に
あ
り
、
県
で
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
連
携
し
て
こ
れ
ま
で
活
動
を

|

!

ｉ

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
以
外
に
も
本
当
に
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
際
貢
献
と
い
う
の
は
様
々
な
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
は
優
れ
た
農
業
県
、
教
育
県

と
言
わ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
人
材
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材
を
活
用
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど
に
続
く
Ｎ

Ｇ
Ｏ
を
育
成
し
、
国
際
貢
献
先
進
県
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

■
国
際
救
援
拠
点
を
空
港
内
に
設
置
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゛
平
成
十
三
年
一
月
二
十
六
日
に
、
イ
ン
ド
西
部
で
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
、
救
援
活
動

石
秀
　

を
行
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
支
援
し
、
募
金
活
動
を
行
う
と
と
も
に
支
援
物
資
の
毛
布
を
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
託
し

た
の
で
す
。

　
当
時
、
岡
山
空
港
は
滑
走
路
が
二
千
五
百
ｍ
し
か
な
く
、
大
型
機
に
貨
物
を
満
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
地
方
空
港
と
し
て
初
の
三
千
ｍ
滑
走
路
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、
今
な
ら
十
分
な
救
援
物
資
を
載

せ
て
離
陸
で
き
ま
す
。
昨
年
五
月
に
は
、
岡
山
空
港
内
に
「
救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
Ｌ
を
設
け
、
国
際
救
援
活
動

や
県
内
・
国
内
災
害
に
係
る
緊
急
救
援
活
動
に
活
用
す
る
救
援
物
資
を
備
蓄
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。



　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
県
購
入
品
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
県
民
、
企
業
、
、
団
体
の
皆
様
に
提
供
を
呼
び
か
け
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
、
毛
布
、
テ
ン
ト
、
シ
ュ
ラ
フ
な
ど
の
救
援
物
資
が
備
蓄
さ
れ
て
お
り
、
も
し
、
海
外
で
大
規
模
な

自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
国
際
救
援
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
備
蓄
物
資
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

岡
山
発
国
際
貢
献
活
動
を
行
う
国
際
救
援
拠
点
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
イ
ラ
ン
南
東
部
で
大
地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
県
か
ら
物
資
提
供
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
イ
ラ
ン
政
府
の
快
諾
を
得
て
、
十
二
月
末
に

は
、
救
援
物
資
を
イ
ラ
ン
の
大
地
震
被
災
地
に
発
送
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
岡
山
発
の
国
際
貢
献
の
大
き
な
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
都
道
府
県
で
は
全
国
で
初
め
て
「
国
際
貢
献
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
Ｌ
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
国
際
貢
献
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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(右))が報告書を提出「岡山発の国際貢献を考える会」（会長・明石康

　
名
実
と
も
に
国
際
貢
献
・
国
際
交
流
先
進
県

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、
真
に
「
地
球

市
民
Ｌ
た
る
世
界
の
一
員
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
、
地
域
の
発

展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
整
い
つ
つ
あ
る
社
会
経
済
の
基
盤

や
環
境
を
活
用
し
て
、
国
際
貢
献
や
国
際
交
流
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な
こ

く
、
外
と
の
交
流
の
中
で
こ
そ
新
た
な
発
見
や
展
開
が
あ
り
、
地

域
の
共
生
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
岡
山
県
で
は
明
石
康
元
国
連
事
務
次
長
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

「
岡
山
発
の
国
際
貢
献
を
考
え
る
会
Ｌ
か
ら
の
提
言
を
も
と
に
、

救
援
物
資
備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
行
い
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
し

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
有
機
無
農
薬
野
菜
栽
培
の
指
導
、
世

界
か
ら
関
係
者
を
集
め
て
の
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
運
営
す
る
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
で
の

｜

ｌ

　
人
材
育
成
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
一
層
の
国
際
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
多
く
の
県
民
が
幅
広

　
く
国
際
貢
献
活
動
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
本
県
は
、
国
際
貢
献
の
推
進
の
た
め
の
条
例
を
全
国
で
初
め
て
制
定
し
ま
し
た
。
国
際
救
援
活
動
に
携
わ

　
る
人
材
の
育
成
を
図
み
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
国
際
貢
献
先
進
県
お
か
や
ま
と
し
て

、
。
の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
ー
Ｔ
協
力
会
議
や
国
際
バ
イ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
男
女
共
同
参
画
グ
ロ
ー
バ

　
ル
政
策
対
話
岡
山
会
議
等
の
各
種
国
際
会
議
の
開
催
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
プ
地
誘

　
致
や
第
二
十
五
回
Ｊ
Ａ
Ｌ
杯
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
選
手
権
戦
倉
敷
大
会
の
開
催
等
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
、
中

　
国
・
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
な
ど
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
世
界
最
大
規
模
の
パ
リ
国
際
自
動
車
技
術
見

　
本
市
へ
の
出
展
等
の
経
済
交
流
、
あ
る
い
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
生
と
県
内
学
生
等
と
の
若
者
同
士
の
主
体
的

　
交
流
と
い
っ
た
形
で
、
幅
広
い
分
野
で
裾
野
を
広
げ
な
が
ら
交
流
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
バ
ン
ク
「
お
か
や
ま
地
球
市
民
ネ
ッ
ト
Ｌ
の
設
置
丁
運
営
、
留
学
生
へ
の
奨

　
学
金
の
支
給
、
生
活
情
報
の
提
供
や
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
中
で
、
外
国
人
留
学
生
は
大
き
く
増
加
し
つ

　
つ
あ
り
ま
す
。

　
　
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
国
際
貢
献
や
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ
る
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
運
む
国
際
社
会
の
一
員
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と
し
て
そ
の
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域
相
互
の
発
展
・
共
生
に
向
け
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
地
域
の
「
ま

ち
」
「
む
ら
几
づ
く
り
に
活
か
し
、
県
民
協
働
の
中
で
、
郷
土
愛
に
包
ま
れ
た
、
い
き
い
き
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
歩
一
歩
積
み
上
げ
て
き
た
基
盤
・
環
境
を
背
景
と
し
た
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ

り
、
真
の
意
味
で
、
世
界
に
輝
く
「
ま
ち
Ｌ
や
「
む
ら
Ｌ
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す
。

　
私
は
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
お
か
や
ま
づ
く
り
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
、
世
界
に
輝
く
、
特
色
豊
か
な
「
ま

ち
」
「
む
ら
≒
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

185　第５章　世界に輝く、特色豊かな「まち」「むら」づくり

ド
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
Ｌ
］
□
犬
…
…
…
…
犬
｛
・
’
｝
。
’
ぺ
ゝ
白
白
白
才
圧
匠
臣
ぼ
ぽ
匹
千
言
⑤
⑤
皇
朧

ル
ル
エ

11
1
1
0
Ｊ

人道支援の世界都市へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すがなみ　しげる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅波　茂

(特定非営利活動法人アムダ理事長／医療法人アスカ会理事長)
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　　謬　　　　　「弱者が存亡の危機に瀕した時に動く」とは岡

　　　　　　　山の精神風土です。 1995年の阪神大震災被災者救

’W

　　　　　　　援活動に岡山は燃えました。神戸の人達には非常

に感謝されました。しかし、岡山の人達は当たり前のことをしただ

けと思っています。このギャップが岡山の真の財産です。更に、同

年のサハリン大地震、1996年の雲南大地震、1999年のトルコ大地

震、2001年のインド西部大地震そして最近では2003年のイラン南東

部地震におけるAMDAの被災者救援活動に対する暖かいご支援が何

よりの証拠と思っています。

　岡山の精神風土の秘密は桃太郎伝説から始まる弱者の歴史にあり

ます。弱者は弱者の痛みがわかります。弱者の痛みがわかる視点を

大きく伸ばすことこそ岡山の明日を築く原点です。弱者の痛みを理

解できる気持ちに国境はありません。弱者の痛みがわかる精神風土

は人道支援の世界の公共財産と言っても過言ではありません。

　人道支援の世界都市。世界都市とは世界が必要とする都市の意味

です。「西のジュネーブ、東の岡山」はそのスローガンです。ジュ

ネーブには人道支援の国連機関、国際機関そして国際NGOが集っ

ています。世界各地でそれぞれの地域のために活動しているローカ

ルNGOのネットワークを岡山に確立し、ジュネーブと協力して世

界の人道支援活動に貢献するという構想です。 AMDAも国連NGOと

してお役に立てればと思っています。

　石井知事の主導される国際貢献先進県構想と快適生活県構想は二

部性双生児です。弱肉強食の性格を有する資本主義社会が進歩すれ

ばするほど弱者への配慮が不可欠になります。国際貢献先進県構想

は世界レベルで弱者へ配慮する精神を育成します。快適生活県構想

の基本は少子高齢化社会における安心の確立にあります。二部性双

生児の真意は「情けは人のためならず」です。石井知事による岡山

の精神風土を尊重した政策の実現が岡山県民にとって最大の至福に

なると確信しています。
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